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自己紹介

宮地伸史郎（みやじ しんじろう）

野村不動産株式会社都市開発第二事業本部 物流事業部副部長兼事業企画課長

職歴

2005年新卒で総合不動産会社に入社

2017年野村不動産株式会社にキャリア入社。

都市開発事業本部にてオフィスビルの商品企画・推進事業に従事
都市開発事業本部にて、新規事業として
サテライト型オフィス事業「H1T（エイチワンティー）」を立上

2022年都市開発第二事業本部物流事業部に異動。2024年 副部長に就任（現職）。

物流事業部にて大規模高機能型物流施設「Landport」の
マーケティング・商品企画・営業企画・人材育成・CRM・新規事業を所管

「物流2024年問題」への対応に向けた各種セミナー/イベントを企画
・CLO/物流自動化等をコンセプトとしたセミナー「物流議論｝
・エグゼクティブ層を対象にしたCLO候補者向け講座「CLO グローバルサミット」
・CLOを対象とする業界団体の横刺し情報連携を目指す「CLOサロン」
・LPD候補者育成のための学びの場として「Techrumアカデミア」等を立上



Agenda

1. 事業紹介

2. 外部環境

3. CLO対応



最も愛される
ロジスティクス変革パートナーになる。

事業紹介

個に寄り添いながら、あらゆるステークホルダーのロジスティクス戦略パートナーになることを目指す。



新しい選択を創造する「ロジスティクス共創拠点」

多様化する物流ニーズに応える、

「カテゴリーマルチ型物流施設」を展開。

マルチテナント型物件、BTS型物件それぞれの良さを併せ持つ物流施設の在り方を提案

事業紹介



開発実績

2006年の事業参入以降、2025年3月末時点で、計45棟･約70万坪の物流施設にて、

累計70社超のテナント企業様にお借りいただいております。

Landport厚木竣工
(第1号物件)

野村不動産(スポンサー)
での開発スタート

カテゴリーマルチ型
物流施設の開発

「Techrum」
スタート

自動倉庫付
物流センター

(LP横浜杉田）竣工



物流事業の投資計画

~25/3期累計

開発運営実績

45棟

約70万坪

投資額

約4,600億円

26/3~28/3期は投資額ベースで、23/3~25/3期の2.6倍となる約3,400億円の開発を予定。

今後も1,000億円/年のペースで事業量を確保し、31/3期までに累計約1.3兆円の投資を予定

しており、事業量の拡大と持続的な成長を実現する。

~28/3期累計

開発運営実績 (予定)

~31/3期累計

開発運営実績 (予定)

26/3~28/3期

15棟・約39.6万坪

約3,400億円

開発予定

29/3~31/3期

事業化決定済：約2,200億円

総投資額

約1.3兆円

60棟

約110万坪

投資額

約8,000億円

26/3~28/3期

3年間の投資予定：約3,000億円
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外部環境（物流不動産を取り巻く環境）

政府の動き

経 済

国内回帰

インフレ

建築費高騰

DX/環境

機械・省人化の拡大

自動運転の進化

環境負荷低減への対応

社 会

ECの更なる成長

ドライバー不足

ニーズの多様化

物流不動産

新たな変革フェーズへ

社会・政府・経済・DXなどの様々な環境変化を受け、
物流不動産は新たな変革フェーズに移行している

物流2法改正（CLO設置義務化）

⇒新物効法、新貨物事業法

効率化・自動物流の推進



外部環境（物流不動産を取り巻く環境）

施設大型化 共同化 エコシステム化

物流2024年問題への対応（法令改正等）が待ったなしの状況
→「荷待ち時間対応計画定期報告」＋「CLOの設置義務化」等の他、
業界横断のサプライチェーン最適化への共同化・エコシステム化が期待される
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今後、求められる物流拠点の姿

庫内環境の整備

荷役効率を高めるための広い荷捌きスペースの確保

マテハン機器の導入に対応可能な設備要件の確保

労働環境改善に資する駐車場・休憩所・生活施設の併設

地域との連携・貢献
産業インフラとして、産業振興・雇用創出・防災拠点として地域と連携

「官民協働」･「行政連携」･「地域活性化」を積極的に促進

共同化・シェアリング
物流コスト削減・効率化・積載効率の向上

環境負荷低減に向けた共同化やシェアリングの仕組みの提供

充実した輸配送機能 都市間輸送を効率化する「中継拠点」としての機能性強化や、
物流の集約・合理化に対応するための拠点整備



意義

CONCEPT

Landport横浜杉田では、オープン・シェア型の物流倉庫として、物流クライシス改善に寄与する、新たな取り組みを実現

※自動化/少人化対応・人手不足への対応 → 共同化・連携の加速

Landport横浜杉田のコンセプト

『オープン・シェア型物流施設（共創型施設）』のLandport横浜杉田で解決
＝シェアリングでの最小限の機械化投資実現＋地域連携による雇用機会創出

業務・荷物量の増加

原因①

労働者不足

原因②

課 題 ： 物流クライシス（共同化が進まない/人手不足が解消しない）

解決策①：自動倉庫シェアリング
（自動化/少人化対応）

解決策②：地域連携の展開
（地域コミュニティ活用）

課題①

多大な投資額の負担

課題②

1社のみでは過剰投資

課題①

1社のみでの募集
では限界がある

課題②

地域住民の物流施設に
対する理解度が低い

ポスト2024年問題対応の新たな物件コンセプトを提案
（サプライチェーンの全体最適化に向けたアプローチ）

部分最適

全体最適

～「2024年問題対応型物件」の提案例～

「自動倉庫シェアリング」と「地域連携」を複合した施設提案にて、全体最適化への支援を目指す。



立体自動倉庫シェアリングサービス

▲立体自動倉庫 設置箇所：3・4階吹き抜け部

最大4,020パレットの保管が可能な

セットアップ型の「立体自動倉庫」で

シェアリングサービスを提供

～「自動倉庫シェアリングサービス」の提案～

Landport横浜杉田（2025年3月竣工）では、セットアップ型の自動倉庫を提案。

複数の企業が同時に使い分けできるサービスを提供する。

個々の企業の自動化機器への設備投資を抑制し、倉庫利用の共同化を支援する。



Landport横浜杉田（2025年3月竣工）では地域連携への取り組みを実施。

今後も大型開発が続く中、エリアマネジメントの取り組みを拡大していく方針。

（開発中のLandport東海大府・Landport柏Ⅱ・Landport野田等の物件で横断展開を検討中。）

防災拠点（防災協定）イベント/憩いの場（開放広場/歴史樹木） 屋上菜園（サードプレイス）

地元団体の歴史樹木の

保護・復興活動に協力

杉田梅 植樹式の様子

金沢区との

防災協定

～津波避難

施設の登録

防災イベント

の様子

IMAGE

開放型広場でのイベント
（

IMAGE

テナント従業員が憩い地域住民を

迎える屋上菜園の運営

広場の開放・歴史樹木植樹・防災協定・防災イベント等の施設を介した地域連携にて、
「地域防災」「歴史・文化の継承」に寄与、地域コミュニティを活用した労働力不足解消を目指している。

■Landport横浜杉田エリアマネジメント事例

～「地域連携」への取り組み～
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CLOが果たすべき役割（多種多様）

CLO（物流統括管理者）に求められる要件

CLOの役割（例）

■社内
・サプライチェーン戦略の策定
・収益管理体制の構築
・KPI体系の設計・運用
・マネジメントシステムの導入・
運用など

■社外
・調達先や納品先との連携
・必要リソースの確保
・生産性や品質の管理
・委託先との契約条項の調整・
締結 など



整理①：CLOが担うべき3つの責務

法令順守
ステークホルダー
マネジメント

合理的な
コスト最適化

法令順守

物流事業者との契約の見直し

社内外のステークホルダー

との協力体制構築

業務自動化

共同物流の推進

CLO（物流統括管理者）に求められる要件



整理②：CLOの担うべき6つの職能

CLO組織
の能力

リーダーシップ

プロジェクト管理

ファイナンスロジスティクス

サプライチェーン
管理

IT・データ分析

• 戦略的意思決定

• 組織統括力

• 投資対効果分析

• コスト管理

• システム導入

• データ活用

• 物流プロセス最適化

• 在庫管理

• 需給調整

• パートナー管理

• 成果創出・報告

• スケジュール管理

CLO（物流統括管理者）に求められる要件



人材不足および自動化が進まないなどの社会課題を背景に
荷主・物流企業の課題解決に取り組む、企業間共創プログラム

１社だけでは解決できない課題を
共創によって解決する仕組み

パートナー企業100社以上、
物流機器30アイテムが集結

荷主・物流企業の課題に応える企業を
マッチングするツールもご用意

課題の登録で
答えがみつかる
マッチングサイト

自動化に関する課題や導入予定の機
器・システムを登録するとTechrum
のパートナー企業とマッチングし
「答え」に辿り着けるシステムです。

LPDとしての提供価値：Techrum (テクラム)
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「習志野 Techrum Hub」にて定期にデモンストレーション会を実施し、
荷主企業様・物流企業様の課題に合わせて、自動化ソリューションを提案

LPDとしての提供価値：Techrum (テクラム)



2022年4月には「習志野 Techrum Hub」をオープン。
自動化･省人化の実証実験拠点、マテハン機器のショールームとして運用。
2024年10月には大幅なリニューアルを実施し、30社70種類以上の機器を展示。

■Techrum Hubリニューアルのポイント

【物流工程・特性を踏まえた展示】

作業場面、ストーリー性を意識した展示とし、

情報収集にお越しいただくお客様に

課題・解決策に気付いていただく

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

【各社独立した展示】

各社のソリューションが個別に展示されており、

お客様が自社の物流オペレーションとの繋がりを

直感的に把握することにハードル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前

■展示手法の工夫

LPDとしての提供価値：Techrum (テクラム)



Techrumは2025年6月現在、116社にパートナーとして参画いただいております。

参画パートナー企業

コンサルティング支援 ファイナンス支援

自動化ハードウェア提供 制御・可視化ソフトウェア提供

■参画パートナー企業例

LPDとしての提供価値：Techrum (テクラム)



整理③：CLOの取るべき2つのアクション

CLO（物流統括管理者）に求められる要件

可視化

対話

相互連携相互理解

組織の状態を可視化

• 契約内容

• 現場の状態

• 業務プロセス

・・・

様々な人との対話

• 他部署

• 経営層

• 物流会社等のサプライヤー企業

• 他企業のCLO

・・・

データによる

• 視覚化

• 最適化

• 関数化

・・・SC全体最適化へ



CLO設置義務化に伴い、
情報交換・ネットワーキングの場として、「CLOサロン」を開設
（※JPIC会員の皆さまのご参加も大歓迎）

LPDとしての提供価値～CLO関連のリレーション構築～

CLOサロン

CLO活動を支援する実践的コミュニティとして、

勉強会･交流会の場を定期開催

→物流業界の全体最適に向けた

ネットワーク形成への取り組みを強化拡大

■4月25日に開催したCLOサロンの様子



7Ὦ18 ˢỲˣ12:00˙16:00ˢ ˣ
˻МϱУзАЖᵫ℗˼ᵓ ʿ ЀрТϮйрІФжЃ / Ϸржϱрʿ◙ URLˢϷржϱрψ14-16Ⱳˣ

LPDとしての提供価値～「CLOサロン×物流議論」～

オンライン視聴申込はこちら

https://forms.gle/7wkdHueNZoJusEVk8

会場参加申込はこちら（定員80名）

https://forms.gle/By9CtwGBZta2b5PXA

https://forms.gle/7wkdHueNZoJusEVk8
https://forms.gle/By9CtwGBZta2b5PXA


Thank you

ご清聴いただきまして、誠に有難うございました
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